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４ 

 

（１） 

 

直線 l が 2 点 A（5 ，14 ）と B（0，4 ）を通ることより，直線 l の式は, 42  xy であ

る。点 E の x座標を t とおくと，点 E は直線 l 上にあることから，点 E の y 座標は 42 t と

表される。 

 

また，円 A の中心の座標が A（5 ，14 ）であることから，円 A の半径は 5 であることが

わかり， 

  222 5)42(14)5(  tt  

すなわち, 
222 5)210()5(  tt  

また, 点 E は, 円 A と直線 l  との交点のうち， 

x座標の小さい方 より, 55 t  

よって点 E の y 座標は 521442 t   

よって点 E の座標は )5214,55(   
／ 

 

（２） 

直線 l と直線mが垂直に交わり, 直線 l の傾きが2  であることから 

直線mの傾きは，
2

1
  である。 

また, 直線mは点 A（ 5 ，14 ）を通ることより，直線mの式は
2

33

2

1
 xy   

これより，点 F の y 座標は 
2

33
  

よって, △FDA において三平方の定理を用いると， 

  
222 )14

2

33
(5AF   

2

55
AF （ ∵ AF 0  ） ／ 
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４ （続き） 

 

（３） 

 

△COB, △ADB, △FAB は直角三角形より,  

△COB : △ADB : △FAB OBOC
2

1
・・ ：  DBDA

2

1
・・ ： ABAF

2

1
・・  

ここで,  A(5, 14), B(0,4) より 55105AB 22   

また直線 l の式は, 42  xy  であり 0y  のとき 2x  よって CO = 2  

よって 

△COB : △ADB : △FAB 

42
2

1
 :  105

2

1
　 : 55

2

55

2

1
　 125:100:16  ／ 

 

（４） 

直角三角形 OBC が円 Gに内接するので, 円 G の半径は
2

BC
である。ここで 

OC 2 ，OB 4  より， 5242BC 22   

よって, 円 G の半径は 5である。 

これより，GQ 5  ・・・・・・・（Ⅰ） 

また, 円 A の半径は 5 であることより, 5AP ・・・・・・・（Ⅱ） 

ここで, △IGQ と△IAP において 

2 点 Q，P は円 G，A の接点であり，円の接線は半径と垂直であるので， 

∠IQG ＝∠IPA ＝ 90  ・・・・・（Ⅲ） 

また， ∠GIQ＝∠AIP （共通） ・・・・・（Ⅳ） 

（Ⅲ），（Ⅳ）より 2 組の角がそれぞれ等しいので 

 △IGQ ∽△IAP  

よって, 相似な図形の対応する辺の比は等しいことと（Ⅰ），（Ⅱ）より  

 IG：IA ＝ GQ：AP ＝ 5：5  が示された。 
／ 
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